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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第53期
第３四半期
連結累計期間

第54期
第３四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日

自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日

売上高 (百万円) 36,463 40,554 48,084

経常利益 (百万円) 4,372 6,250 6,010

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,554 4,143 2,719

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,496 4,340 3,155

純資産額 (百万円) 68,494 76,994 69,153

総資産額 (百万円) 91,317 103,358 92,460

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 56.00 83.46 59.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.0 74.5 74.8
 

　

回次
第53期
第３四半期
連結会計期間

第54期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 19.93 28.88
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年11月30日）におけるわが国経済は、日銀によ

る異次元の金融緩和実施や政府による機動的な財政出動等を受け、期待先行の感が強かったものの、円安

が進行し株価が上昇するにつれ、企業の景況感や消費者マインドは徐々に改善され、全体としては緩やか

な景気回復がみられました。

こうした状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は、建機事業が増収、商事事業が微増、不動

産事業が減収となり、売上高全体としては、40億90百万円増加（前年同期比11.2%増）の405億54百万円と

なりました。

利益面におきましては、売上高の増加に伴い、売上総利益が増益、販売費及び一般管理費は前年同期と

ほぼ同額に止めることができた結果、営業利益は61億13百万円（前年同期比43.3%増）、経常利益は62億

50百万円（前年同期比43.0%増）となりました。そして当期は特別損益が大幅にプラスとなった結果、四

半期純利益は41億43百万円（前年同期比62.2%増）を計上することができました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　建機事業

建機事業は、被災地におけるインフラの復旧・復興工事に加え、防災意識の高まりから、首都圏を

中心とする大都市圏での防災や耐震のための地盤改良工事等が動き出したこと、さらに大規模な補正

予算が順次執行されたことにより、ほぼ全国に亘り、老朽インフラの補修工事や防災対策工事が出始

めたことで、賃貸部門は引続き増収となりました。また、販売部門におきましては小型発電機や洗浄

機等、重機以外の汎用機の販路拡大に注力したことや貸与資産の売却が前年同期を上回ったこと等を

主因に大幅な増収となりました。

その結果、建機事業全体の売上高は、277億43百万円（前年同期比17.8%増）、営業利益は、43億74

百万円（前年同期比76.1%増）となりました。

　
②　商事事業

商事事業は、商業設備や遊戯関係設備に対するファイナンス案件の捕捉強化に努めた結果、当期か

ら廃止しました住設関係の売上高減少分を補うこうとができましたが、営業利益は減益となりまし

た。

その結果、商事事業全体の売上高は、99億48百万円（前年同期比0.3%増）、営業利益は、５億18百

万円（前年同期比3.9%減）となりました。
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③　不動産事業

不動産事業は、戸建分譲物件の販売を主とした販売部門の売上高が前年同期を下回ったことや、賃

貸部門では賃貸不動産の新規購入が無く減収となりました。

その結果、不動産事業全体の売上高は、28億62百万円（前年同期比4.6%減）、営業利益は、12億20

百万円（前年同期比1.7%減）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ108億98百万円（11.8%）増加し、

1,033億58百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ99億98百万円（25.0%）増加し、499億88百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金の増加41億69百万円、受取手形及び売掛金の増加40億86百万円等によるものであ

ります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ８億99百万円（1.7%）増加し、533億70百万円となりました。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ30億57百万円（13.1%）増加し、263億64百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ18億68百万円（12.4%）増加し、169億82百万円となりました。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ11億89百万円（14.5%）増加し、93億81百万円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ78億40百万円（11.3%）増加し、769億94百万円となりました。これ

は主に、資本金の増加16億12百万円、資本剰余金の増加22億86百万円等によるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末から0.3ポイント下降し74.5%となり、１株当たり純資産

額は1,480円41銭となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 149,959,000

計 149,959,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年１月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 52,021,297 52,021,297
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　1,000株

計 52,021,297 52,021,297 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月１日～
平成25年11月30日

― 52,021 ― 13,821 ― 15,329
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、

記載することができませんので、直前の基準日である平成25年８月31日の株主名簿による記載をしてお

ります。
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① 【発行済株式】

   平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

普通株式　　　8,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 51,572,000 51,572 ―

単元未満株式 普通株式   441,297 ― ―

発行済株式総数 52,021,297 ― ―

総株主の議決権 ― 51,572 ―
 

(注)　1 「完全議決権株式(その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株（議決権の数9個）

含まれております。

2 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式396株が含まれております。

　

② 【自己株式等】
　

  平成25年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 （自己保有株式）
株式会社ワキタ

大阪府大阪市西区江戸堀
一丁目３番２０号

8,000 ― 8,000 0.02

計 ― 8,000 ― 8,000 0.02
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年９月１

日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、大阪監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,614 22,784

受取手形及び売掛金 18,216
※2 22,303

有価証券 1,100 2,299

商品 1,781 2,292

貯蔵品 42 37

その他 610 713

貸倒引当金 △377 △442

流動資産合計 39,989 49,988

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 5,236 6,953

賃貸不動産（純額） 32,778 32,380

土地 4,070 4,083

その他（純額） 3,269 3,018

有形固定資産合計 45,355 46,436

無形固定資産 475 464

投資その他の資産

投資有価証券 5,665 5,568

その他 1,389 1,092

貸倒引当金 △414 △190

投資その他の資産合計 6,639 6,469

固定資産合計 52,470 53,370

資産合計 92,460 103,358

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,765
※2 11,211

未払法人税等 1,756 1,190

賞与引当金 155 18

その他 4,437 4,561

流動負債合計 15,114 16,982

固定負債

退職給付引当金 60 78

役員退職慰労引当金 931 961

その他 7,199 8,341

固定負債合計 8,192 9,381

負債合計 23,306 26,364
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,208 13,821

資本剰余金 14,340 16,627

利益剰余金 44,679 47,897

自己株式 △539 △13

株主資本合計 70,689 78,332

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 467 664

土地再評価差額金 △2,003 △2,003

その他の包括利益累計額合計 △1,535 △1,338

純資産合計 69,153 76,994

負債純資産合計 92,460 103,358
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 36,463 40,554

売上原価 27,313 29,630

割賦販売未実現利益繰入額 434 388

割賦販売未実現利益戻入額 277 304

売上総利益 8,992 10,840

販売費及び一般管理費 4,727 4,727

営業利益 4,265 6,113

営業外収益

受取利息 63 60

受取配当金 40 72

為替差益 13 73

その他 63 75

営業外収益合計 180 282

営業外費用

支払利息 61 68

遅延損害金 － 51

その他 12 25

営業外費用合計 74 145

経常利益 4,372 6,250

特別利益

固定資産売却益 23 4

投資有価証券売却益 － 352

特別利益合計 23 356

特別損失

固定資産除却損 4 0

特別損失合計 4 0

税金等調整前四半期純利益 4,391 6,605

法人税、住民税及び事業税 1,982 2,470

法人税等調整額 △145 △7

法人税等合計 1,836 2,462

少数株主損益調整前四半期純利益 2,554 4,143

四半期純利益 2,554 4,143
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,554 4,143

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △58 197

その他の包括利益合計 △58 197

四半期包括利益 2,496 4,340

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,496 4,340
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 偶発債務

(保証債務)

　 取引先のリース会社等に対する営業取引（リース取引・割賦販売)保証

 
前連結会計年度

(平成25年２月28日)
 

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

㈱リンク 326百万円 ㈱リンク 691百万円

㈱ソクト 16百万円 ㈱エルガーハウス 5百万円

㈱スぺッチオ 11百万円 ㈲キノシタケンキリース 5百万円

㈱エルガーハウス 7百万円 医療法人社団泰晴会 4百万円

㈱共和 5百万円 ㈱共和 3百万円

その他 23社 49百万円 その他 18社 24百万円

計 417百万円 計 735百万円
 

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形処理

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日の満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

 
前連結会計年度

(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

受取手形 － 839百万円

支払手形 － 20百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　平成24年３月１日

 至　平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成25年３月１日

 至　平成25年11月30日)

減価償却費 2,077百万円 2,410百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

１ 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
定時株主総会

普通株式 770 19.00 平成24年２月29日 平成24年５月25日 利益剰余金
 

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

当第３四半期連結累計期間において、自己株式の処分により、資本剰余金が６億23百万円増加、自己

株式が24億54百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が143億40百万円、自

己株式が５億39百万円となっております。　

　

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１ 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日
定時株主総会

普通株式 925 20.00 平成25年２月28日 平成25年５月24日 利益剰余金
 

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

　３ 株主資本の著しい変動

当社は、平成25年６月18日付で、大和証券㈱から公募による払込みを受け、平成25年７月４日付で、

同じく大和証券㈱から第三者割当増資の払込みを受けました。また、第２四半期連結会計期間におい

て、自己株式の処分を行いました。

この結果、資本金が16億12百万円、資本剰余金が22億86百万円増加、自己株式が５億38百万円減少

し、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が138億21百万円、資本剰余金が166億27百万円、自

己株式が13百万円となっております。
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      　　(単位：百万円)

      　　(単位：百万円)

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 

報告セグメント

調整額

四半期連結損
益計算書計
上　　
額　　　建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高       

　(1) 外部顧客への売上高 23,544 9,917 3,001 36,463 ― 36,463

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

47 29 ― 77 △77 ―

計 23,591 9,947 3,001 36,540 △77 36,463

セグメント利益 2,484 539 1,241 4,265 △0 4,265
 

(注) １　セグメント間の内部売上高又は振替高は市場価格に基づいております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　セグメント利益の調整額△０百万円は、棚卸資産の調整額であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 

報告セグメント

調整額

四半期連結損
益計算書計
上　　
額　　　建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高       

　(1) 外部顧客への売上高 27,743 9,948 2,862 40,554 ― 40,554

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

52 28 ― 81 △81 ―

計 27,795 9,977 2,862 40,636 △81 40,554

セグメント利益 4,374 518 1,220 6,113 △0 6,113
 

(注) １　セグメント間の内部売上高又は振替高は市場価格に基づいております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　セグメント利益の調整額△０百万円は、棚卸資産の調整額であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 56円00銭 83円46銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 2,554 4,143

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,554 4,143

   普通株式の期中平均株式数(千株) 45,624 49,639
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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大阪監査法人

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　前　　田　　雅　　行　　印

業務執行社員  公認会計士　　藤　　田　　貴　　大　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年１月10日

株式会社ワキタ

取締役会　御中

　

 

　

 

　

 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ワキタの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成25年９月１日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年

11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四

半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワキタ及び連結子会社の平成25年

11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。
２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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